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研究成果の概要： 
北海道南西部の考古遺跡から出土した化石二枚貝殻を用いて、成長縞解析と生物地球化学分析
を応用することにより、気候・環境変動を日精度で明らかにすることを目的として研究をおこな
った。その結果、15 世紀末から 1640 年に形成された貝塚から得られた化石アサリ貝殻の断面に
は様々なオーダーの成長縞が認められた。成長障害輪は冬の低海水温期に形成されることから、
年輪（冬輪）として利用できることや、さらに年輪と年輪の間には朔望日輪が観察され、日精度
の生態・環境情報を記録していることがわかった。 
 
研究成果の学術的意義や社会的意義  
 微細成長縞の解析から、年間成長日数および冬の成長停止期間を明らかにすることができ、さ
らに夏季に降水量が増加したイベントがあった可能性が示唆された。このことから貝殻を解析
することにより、古文書のように、過去の天気の情報を得ることができる。今後さらに解析を行
うことにより、小氷期最寒冷期における気温や降水量の季節変動を復元し、当時のアイヌの人々
の暮らしとの関わりについて新しい知見が得られると期待される。 
 
研究分野：環境学、第四紀学、古生物学、考古学 
 
キーワード：二枚貝、貝殻成長線、高精度気候変動復元、貝塚 
 
１．研究の目的 
 現在、気温・海水温上昇をはじめとする急激な環境変動や、地震等の自然災害によって、環 
境・生態系などが大きな変貌を遂げつつある。近年では特に、台風や津波などの日レベルで起こ
る事象について注目され、これらの環境変動の実態を明らかにすることは、将来の地球環境の変
動予測を考える上で極めて重要な課題と考えられる。このような視点から、二枚貝類貝殻を利用
して、過去の環境を高精度・高分解能で明らかにするという着想を得た。二枚貝類は、日輪や年
輪を形成しながら付加成長するため、正確なカレンダー日付を貝殻断面に入れることができ、日
精度以上の高い時間精度で生息場の環境情報を読み取ることが可能となる。つまり、二枚貝殻は
過去の気象を日単位で記録している唯一の記録計ともいえる。そこで本研究では、北海道南西部
の考古遺跡から出土した化石二枚貝殻を用いて、成長縞解析と生物地球化学分析を応用するこ
とにより、気候・環境変動を日から数百年の時間精度で明らかにすることを目指す。さらに、考
古学手法で得られた当時の人間活動と過去の気象や自然災害との関わりについて考察する。 
 
２．研究成果 
（１）北海道南西部の考古遺跡（15 世紀末から 1640 年）から得た化石アサリ貝殻を研究対象と
し、貝殻最大成長軸に沿って切断、研磨、染色・エッチング処理をした断面について、実体顕微
鏡を用いて観察を行った。その結果、貝殻断面には様々なオーダーの成長縞が認められた。 
（２）成長縞観察と酸素同位体比分析を組み合わせて解析した結果、酸素同位体比は 0.2‰から
-3.1‰の間で周期的に変動し､成長障害輪の部位で重い値を示していた｡二枚貝貝殻の酸素同位
体比は、貝殻形成時の海水温と海水の酸素同位体比の変動を反映することから、成長障害輪は冬
の低海水温期に形成され､年輪（冬輪）として利用できることがわかった。そして、冬輪と冬輪
の間に形成される微細成長縞は朔望日輪であることが明らかとなった（図１）。その微細成長縞
の年間付加様式を解析すると、殻の成長に適している夏季に一時的な成長縞幅の低下が認めら
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れた。 
（３）先行研究により、同遺跡より産出した
化石アサリ試料の分析結果から、降水による
淡水の流入のイベントがあった可能性が指
摘されている。よって、夏季の成長縞幅の低
下の要因を明らかにするため、年間を通じた
現在の有珠湾の海水試料の採水を行った。今
後、これらの海水試料の酸素同位体比を分析
することにより、有珠湾の年間の海水温およ
び塩分変動を復元する。そのデータと現生お
よび化石アサリ貝殻の分析結果を比較する
ことにより、高時間分解能で小氷期における
気温や降水量の季節変動を明らかにするこ
とを目指す。 
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図 1. 化石アサリ貝殻の断面 
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